
江戸っ子1号プロジェクト
江戸っ子1号プロジェクト推進委員会

ガラス球
開発・製作；岡本硝子

ガラス球カバー
設計・製作；
バキュームモールド工業

照明球
製作；ツクモ電子工業

撮影球
開発；芝浦工大・小池研
製作；パール技研

錘切り離し装置
設計・製作；パール技研

採泥器
製作；杉野ゴム化学工業所

通信球
開発・製作；芝浦工大・森野研
製作；浜野製作所

海中無線通信による連携
開発；海洋大・清水研
製作；杉野ゴム化学工業所

躯体
設計・開発；芝浦工大・青木研
製作；浜野製作所

連携システム開発
芝浦工大・小池研
パール技研
ソニーエンジニア有志

実験施設提供；海洋研究開発機構・新江ノ島水族館
東京海洋大学・源春丸

プロジェクト管理・技術総括；東京東信用金庫

技術相談

ROV

ガラス球

勉強会（JAMSTEC)
企業、大学、金庫

費用がかかりすぎ
技術がない

ユニット型
フリーフォール
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２１年５月

２２年夏

２２年１１月

22年3月情報交換会
（プロジェクトの確認）

ユニット開発

ガラス球カバー製作、ガラス球の国産化

機体試作･実験

水中挙動試験

ＪＡＭＳＴＥＣ
実用化展開促進プログラム採用

海中無線通信、非接触充電装置、３Ｄビデオ撮影

プロジェクト化

２３年９月

２４年６月

２４年５月
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業
化
の
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8000m実験確定

24年4月；事務局で技術を取りまとめる事が決定

23年3月；情報交換会（各機関の支援承認）

24年1月；共同研究調印

24年3月；情報交換会（進捗確認）

23年4月；委員会発足

漁船実験の失敗

マニュアルの整備
チェックリストの整備

縦型に限定

水族館による実験
漁船による実験
海に対する習熟

グローバル技術連携
支援事業採択

２４年１１月

２４年９月

２５年４月

８０００m実験に向けて

品質管理再構築

８０００mへ挑戦

信頼度の確認

７１０mの撮影に成功

ガラス球の耐圧
錘の切り離し

通信球による回収

実績の蓄積

事
業
化
を
目
指
し
て

２５年８月

２５年９月、１１月

25年12月；情報交換会（事業化支援に向けて）

プロジェクトの展開

事務局の連携
JAMSTEC；海洋工学センター・事業推進部
東京海洋大学；産学・地域連携推進機構

芝浦工業大学；連携推進部
東京東信用金庫；中小企業応援センター

官の支援
経済産業省
文部科学省
金融庁

外部からの支援
ソニーエンジニアの有志

新江ノ島水族館
源春丸
海洋電子
豊和産業

トップの理解
（定期的な情報交換会）
理事、学長、理事長

産学官金による支援体制

人的交流を含め、顔の見える情報交換により、緊密な支援体制が組めた

広報活動の連携
海洋研究開発機構
芝浦工業大学
東京海洋大学
新江ノ島水族館
東京東信用金庫

海洋研究開発機構・芝浦工業大学・東京海洋大学・東京東信用金庫



推定水深：7800ｍ

江戸っ子1号投下地点
機体名BLUE

GREEN

推定水深：4000ｍ

機体名RED

2号機（4000m海域で40時間）
２０１３年11月21日19時10分投入～23日13時48分回収

1mを超えるソコダラ類の魚類が撮影され餌はすぐ
に食べられてしまった。

3号機（水深約7,800mで４時間41分）
2013年11月7時2分投入～16時20分回収

ヨコエビ類の集団が餌に集まり、ついでシンカイサウ
オと思われる魚類が多数集合した。

4号機（水深約7,800mで17時間）
2013年11月22日9時31分投入～23日7時58分回収

大きなヨコエビ類と、シンカイサウオと思われる魚類が
多数撮影された

＜お問い合わせ先＞
江戸っ子1号プロジェクト推進委員会事務局（東京東信用金庫お客様サポート部）
桂川 正巳 電子メール： m‐katsuragawa@higashin.co.jp


